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１．研究の背景 

GIGA スクール構想により、「１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整

備することで、特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、

公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育環境を実現する」（文部科学省、

2021）こととなった。それに伴い、全国の小学校、中学校、特別支援学校では 1 人 1 台端末が

配備され、高速大容量の通信ネットワークや通信ネットワークを活用した教育用クラウドサー

ビスの整備が進められている。一方、特別支援学校においては、教師の ICT 機器への理解不足

により、子どもの実態や障害特性に合わせてうまく最適化することができていなかったり、児童

生徒の個人情報の保護が特に最優先されることからクラウドサービスが危険視されていたりす

る背景から、教育 ICT 環境の整備が遅れている現状がある。そのため、特別支援学校において

は、教育 ICT 環境を活用した子どもの情報活用能力の育成を目指した事例は、全国的にまだ少

ない。しかし、子どもたちの資質・能力を育んでいくためには、個人情報の保護に留意しながら、

1 人 1 台端末や通信ネットワーク、教育用クラウドサービスを活用し、情報活用能力の育成を目

指す学習方法やその効果を検証していくことが必要である。 

そこで、富山大学人間発達科学部附属特別支援学校（以下、本校）では、小・中・高等部の児

童生徒に 1 人 1 台端末を配備し、併せて教育用クラウドサービスを導入することで教育 ICT 環

境を整備し、児童生徒の情報活用能力の育成に努めることにした。 

 

２．研究の目的 

1 人 1 台端末や教育用クラウドサービスが整備された知的障害特別支援学校において、知的障

害児の情報活用能力を育成するための学習支援や日常生活支援の実施とカリキュラム開発、情

報活用能力の評価の検証、を明らかにすることを目的とした。なお本研究では、個人情報におけ

る適切な取り扱い及び、研究上の倫理的配慮を行い、本人・保護者・所属機関の同意を得ている。 

 

３．研究の経過 

 研究の経過は表１の通りである。 
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４．代表的な実践 

１）実践の概要 

中学部に在籍する A 児は、身近なものを表す平仮名の単語の読み書きができる生徒である。

A 児は、帰宅後に連絡帳を手掛かりに次の日の学校の準備を行うが、連絡帳に書いてあることを

読み飛ばしたり、内容を上手く読み取ることができなかったりすることがある。そのため、学校

の準備をしてきたつもりが、いざ活動になると忘れ物があり、困ってしまう姿が見られる。また、

月 取り組み内容 

4 ・校内の教員に向けて「第 1 回情報研修会」の開催 

・Google フォームにて校内の教員に「GIGA スクール構想に関する 

アンケート（1 回目）」を実施 

・「第 1 回情報管理委員会」の開催 

・校内の教員に向けて「第 2 回情報研修会」の開催 

・保護者に向けて「GIGA スクール説明会」の開催 

・ Google フォームにて保護者に「GIGA スクール構想に関する 

アンケート（1 回目）」を実施 

・校内の教員に向けて「第 3 回情報研修会」の開催 

5 ・中学部・高等部の生徒が Chromebook を自己管理できるよう、 

毎日持ち帰りの指導を開始 

・保護者に向けて「運動会」の様子を GoogleClassroom にて配信開始 

・「第 2 回情報管理委員会」の開催 

6 ・ Google フォームにて保護者に「運動会の動画配信に関するアンケート」の実施 

7 ・校内の教員に向けて「第 4 回情報研修会」の開催 

・児童生徒・保護者に向けて GoogleClassroom にて「夏休みの宿題」を募集（中学部） 

8 ・全国の教育関係者に向けて『令和 3 年度夏の公開セミナー「特別支援教育における 

プログラミング教育」講師：富山大学人間発達科学部 准教授 水内豊和先生』を開催 

・全国の教育関係者に向けて『令和 3 年度夏の公開セミナー「特別支援教育における 

GIGA スクール構想」講師：独立行政法人国立特別支援 教育総合研究所 研修事業部 

主任研究員 青木高光先生』を開催 

・校内の教員に向けて「GIGA スクール構想に関するアンケート（2 回目）」を実施 

・保護者に向けて「GIGA スクール構想に関するアンケート（2 回目）」を実施 

9 ・校内の教員に向けて「第 5 回情報研修会」の開催 

10 ・保護者に向けて「学習発表会」の様子を GoogleClassroom にて配信 

・保護者に向けて「学習発表会の動画配信に関するアンケート」を実施 

11 ・「第 47 回 全日本教育工学研究協議会 全国大会」にて本研究の経過を発表 

12 ・「令和 3 年度公開教育研究会」の開催 

・校内の教員に向けて「GIGA スクール構想に関するアンケート（3 回目）」の実施 

・保護者に向けて「GIGA スクール構想に関するアンケート（3 回目）の実施 

・児童生徒と保護者に向けて GoogleClassroom にて「冬休みの宿題」を募集（中学部） 

1 ・全国の教育関係者に向けて「令和 3 年度公開研究会に関する動画」を配信 

2 ・「第 3 回情報管理委員会」の開催 

・保護者に向けて「GIGA スクール通信（お便り）」の配布 

3 ・教員に向けて「GIGA スクール構想に関するアンケート（4 回目）」の実施 

・保護者に向けて「GIGA スクール構想に関するアンケート（4 回目）」の実施 

・事例集「知的障害特別支援学校における情報活用能力を育む ICT 活用の一例」を県内特別

支援学校に配布予定 

表 1 本校が取り組んだ研究に関わる実践や研修会、アンケートなど 

・教育 ICT 環境を活用した

学習・生活支援の実施 

 

・児童生徒の学校の様子を 

 家庭に配信開始 
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保護者は帰宅が遅く、A 児と一緒に学校の準備を確認することが難しかった。 

そこで、A 児に学校の準備を終えたら、準備をした物の様子を Chromebook のカメラ機能で

撮影し、ロイロノートを使って教師に画像を送ってもらうことにした。 

２）教材の選定と工夫 

①Chromebook 

Chromebook とは、Google 社の Chrome OS を搭載したコンピュータである。「Chrome OS

ではプロセスがサンドボックス内で行なわれるため、ウイルス対策が不要」（株式会社日本 HP，

2021）であり、その強固なセキュリティが特徴である。また、Chromebook は、自動で最新の

Chrome OS にアップデートされ、常にコンピュータウイルスへの対策が図られている。そのた

め、知的障害のある児童生徒が複雑な操作をして OS をアップデートする必要がない。また、後

述するGoogle Workspace for Educationの管理機能を使うことで、遠隔にて特定のChromebook

をロックし、他者が使用できないようにすることができる。特別支援学校では、児童生徒の個人

情報は特に最優先で守る必要があるため、児童生徒が Chromebook を使って悪質な web サイト

にアクセスし、コンピュータウイルスに感染したり、コンピュータを出先で紛失したりするとい

った有事の際も、児童生徒の個人情報を保護できる。 

②ロイロノート・スクール 

ロイロノート・スクール（以下、ロイロノート）とは、株式会社 LoiLo が提供しているクラウ

ド型の授業支援ツールである。教師が課題を書いたカードを作成し、児童生徒に配布して学習を

行ったり、児童生徒それぞれが考えたことをカードに記し、それらのカードを系統別に分類して

教師に送ったりするなど、双方向授業や思考の可視化などが可能となる。 

３）実践結果 

実践を行ったところ、A 児は継続して学校の準

備の画像を教師に送るようになった。そして、教

師に学校の準備の確認をしてもらうことで忘れ物

をすることが少なくなった。また、教師から称賛

の言葉や花丸が付いた画像が送り返されてくるの

が励みとなり、忘れ物が無いように学校の準備を

行った後に荷物の確認をする習慣が身に付いた

（図 1）。 

実践を通し、カメラ機能の便利さに気付いた A

児は、総合的な学習の時間ではカメラ機能を積極的に活用して地域の商店を撮影したり、休日

は Chromebook を持ち出し、屋外で見つけたものを撮影したりする姿が見られるようになった。 

 

５．研究の成果 

１）情報活用能力の育成を目指した授業の実施 

小・中・高等部において様々な情報活用能力の育成を目指した授業を実施した。 

図 1 教師が送り返した画像 
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 小学部では、間違えることに対して抵抗感が強く、書き間違い

をして消しゴムで消す際に、不安定になってしまう児童に対し

て、ロイロノートを使って課題を出すことにした。そして、書い

た文字を奇麗に消すことができる「消しゴム機能」と、書いた文

字を戻すことができる「元に戻す機能」について説明を行ったと

ころ、それらの機能を使って修正するようになり、不安定になる

ことなく落ち着いて課題に取り組めるようになった（図 2）。そ

の後、ロイロノートを使って学習をする中で、自分が書きやすい

ように画面をズームしたり、ペンの太さを変えたりして文字を

書くといった情報活用能力の向上が見られた。 

中学部では、「４．代表的な実践」で述べた実践以外にも国語

科にてYouTube の動画や音データを活用してオノマトペを考え

る学習を行った。また、生徒の中には家庭で行った自主学習の様子を自撮りし、家族に

GoogleClassroom にアップしてもらうことで、友達や教師に自分の動画を紹介する生徒の姿が

見られた。動画や音データを Chromebook で再生し、手掛かりとして活用したり、カメラ機能

を使って自撮りし、Classroom の利点を生かして紹介したりするなど、情報活用能力の向上が

見られた。 

高等部では、他者と話をしたい思いはあるが、他

者に話し掛けたり、他者と発語によるやり取りをし

たりすることが難しい生徒に対し、伝えたいことを

相手に正確に伝えられるように予測変換機能を使

って文字入力したものを使うことにした。夏季休業

期間中、Google ドキュメントで作成した「生活記録」

を教師と共有してやり取りすることで、自分の思い

を正確に文字で教師に伝える姿が見られた（図 3）。

文字の入力操作の向上や、予測変換機能の活用とい

った情報活用能力の向上が見られた。 

保護者向け GIGA スクール構想に関するアンケートの結果の一部を示す（図 4）。アンケート

から抜粋した質問は「本校の GIGA スクール構想への取り組みの満足度を教えて下さい。」（4

月時は、「本校の GIGA スクール構想への取り組みへの期待度を教えて下さい。」で実施）であ

る。アンケートの結果から、4 月～12 月まで「ほとんど満足できない」「あまり満足できな

い」と答えた保護者が 10％ほどいたが、3 月のアンケートでは 0%となった。質問項目を選ん

だ理由を尋ねたところ、「基本操作ができるようになったりとスキルが向上しているからで

す。」「取組み始めてから、子どもが PC を使って調べ物をするといった取組み等、PC の活用

する機会が増えたと思います。」といった肯定的な意見が見られた。アンケートの結果や保護

者のコメントから、日常生活の中で児童生徒らの情報活用能力が向上した姿を保護者が目にす

る機会があったことが伺える。 

図 2 A 児が行った課題 

図 3 生活記録のやりとり 
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次に教員向け GIGA スクール構想に関するアンケートの結果の一部を示す（図 5）。アンケー

トから抜粋した質問は保護者と同等のものである。アンケートの結果、多くの教員が「おおむ

ね満足している」「少しは満足している」と答え、GIGA スクール構想の取り組みや児童生徒の

情報活用能力の育成に努めることができたと感じていることが分かった。その一方で、「あまり

満足できない」と答えている教員が一定数おり、GIGA スクール構想や情報活用能力に関する

校内研修を進めていく必要性があることが分かった。 

２）知的障害特別支援学校における情報活用能力の育成を目指すカリキュラム開発。 

 本研究では、情報活用能力の育成を目指す授業の指導略案（3 月末に本校 HP に公開予定）の

作成を行うことはできたが、カリキュラム開発を行うまでには至らなかった。今後は情報活用能

力の育成を目指す授業を系統立て、カリキュラム開発を目指したい。一方で、GIGA スクール構

想を推進するにあたり、Chromebook の使用によるトラブルが生じる機会がしばしば見られた。

そのため、「知的障害特別支援学校における情報モラル・デジタルシティズンシップ教育」のカ

リキュラム作りに取り組んだ。このカリキュラムは令和 4 年度に実施予定である。 

 

３．知的障害児に対する情報活用能力の評価方法の検証。 

 本研究では、情報活用能力の育成を目指した授業を行った児童生徒の姿の変化から、情報活用

図 4 保護者の「本校の GIGA スクール構想への取り組みの満足度を教えて下さい。」の結果 
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図 5 教員の「本校の GIGA スクール構想への取り組みの満足度を教えて下さい。」の結果 
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能力の向上を評価した。また、教員や保護者に学校生活や日常生活の中で児童生徒が ICT 機器

を活用する姿を記録してもらい、それらの評価を行った。そして、傍証として保護者と教員に

GIGA スクール構想に関するアンケートを実施した。 

今回の研究では、知的障害児に対する情報活用能力の評価方法の検証や確立まで至ることは

できなかった。 

 

４）教育 ICT 環境に関する資料、情報活用能力の育成を目指した授業に関する指導略 案・教材

等を閲覧・ダウンロードできるデータベースを本校 H P に作成し、全国の教育関係者や保護者

などに公開。 

本校 HP に情報活用能力の育成を目指した授業に関する事例案を自由に閲覧・ダウンロードで

きるデータベースを作成し、全国の教育関係者や保護者などに公開予定（3 月末）。また、「知的

障害特別支援学校における情報活用能力を育む ICT 活用の一例」を作成し、富山県内の特別支援

学校及び小・中学校等の特別支援学級に配布予定（3 月末）である。以上のように、知的障害特

別支援学校におけるプログラミング教育の普及活動に努めた。 

本校 HP データベース（http://www.fzks.fuzoku.u-toyama.ac.jp/?tid=101682） 

 

６．今後の課題・展望 

 来年度は「知的障害特別支援学校における情報モラル・デジタルシティズンシップ教育の実践

とカリキュラム開発」として、知的障害特別支援学校において情報モラルとデジタルシティズン

シップ、道徳教育や主権者教育をどのように実践していくべきか、具体的な指導方法や支援ツー

ルの作成、横断的・縦断的な実施の仕方について研究していく。 

 

７．おわりに 

今後も教育 ICT 環境を活用し、児童生徒の情報活用能力を育成していくことで、予測できな

い未来に対応し、社会の変化に主体的に向き合い、その過程を通して自らの可能性を最大限に発

揮し、自らの人生を切り拓いていける児童生徒を育んでいく。なお、日頃より本校の教育活動に

協力くださる富山大学人間発達科学部准教授 水内豊和先生、「令和 3 年度夏の公開セミナー」

にて講演をいただいた独立行政法人国立特別支援教育総合研究所研修事業部主任研究員 青木

高光先生に感謝申し上げます。 
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